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令和６年度実施事業に関する事後評価（案）【概要】 

 

１ 事後評価の実施 

国から発出された「都道府県計画及び地域医療介護総合確保基金の取扱いに関する留意事項（平成

２６年９月１２日医政地発0912第３号）」に基づき、毎年度、目標の達成状況及び事業の実施状況

に係る事後評価を実施し、国へ提出する都道府県計画にこれらを記載することとなっている。また、

事後評価を実施する際には、地域の関係者等から必要に応じて意見を聴取するものとされている。 

 

２ 事後評価の方法 

宮城県地域医療介護総合確保推進委員会を活用して評価を行っていく。 

 

３ 事業の実施状況（内訳は資料２－２のとおり） 

区 分 事業数 基金充当額 

医療分※ ５２ １，４６８，９７３ 千円 

介護分 ３７ ６８４，０７８ 千円 

合 計 ８９ ２，１５３，０５１ 千円 

   ※積立計画は後年度事業実施のための基金への積み立てであるため、事業実施状況から除く 

 

４ 令和６年度末における計画全体の目標達成状況 

  資料２－１別表のとおり。 

 

５ 事後評価（事業ごとの目標達成状況） 

資料２－２のとおり。 

 

６ 目標達成に向けた主な事業実施状況と今後の取組の方向性 

区分Ⅰ－１ 地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業 

区分Ⅰ―２ 地域医療構想の達成に向けた病床の機能又は病床数の変更に関する事業 

地域医療構想の達成に向け、財政支援として、１医療機関の急性期から他用途への機能転換及び急

性期病床削減に対する補助（病床機能分化・連携基盤整備事業）や、５医療機関の減少する病床数に

応じた給付金の支給（病床再編支援事業）を行った。また、医療機関における再編等の検討を支援す

るためのデータ分析、４病院に対する個別コンサルティング支援及び地域医療構想推進セミナーを実

施した。 

これらの取組により、地域医療構想の推進に向けた取組を進めてきたが、回復期は依然不足してい

ることから、今後も地域医療構想達成に向けて引き続き支援を行う必要がある。 

 

区分Ⅱ 居宅等における医療の提供に関する事業 

多職種連携や訪問看護など在宅医療に関する研修等の取組に対して支援を行うことにより、在宅医

療提供体制の整備が一定程度促進された。また、訪問診療等で必要な医療機器等の整備に対する支援
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を１８医療機関に対して行ったが、目標を達成できなかった事業も多かったことから、今後も更に見

込まれる需要に対応するため、在宅医療を推進する施策に取り組む必要がある。 

 

区分Ⅲ 介護施設等の整備に関する事業 

地域包括ケアシステムの構築に向け、地域密着型特別養護老人ホーム等、地域密着型サービス施設

等２施設の整備が完了したが、目標を達成できなかったことから、今後も計画に定めた施設整備が行

われるよう、市町村等とも連携し、事業に取り組む必要がある。 

 

区分Ⅳ 医療従事者の確保に関する事業 

医師や看護師等の医療従事者の確保を目的とした事業の実施により、従事者数の増加につながった。

具体的には、看護師等養成所である１０施設に対する補助などの実施により、県全体における看護師

の安定確保に寄与した。また、医療業務補助者を配置する医療機関に対し支援を行い、９７人が配置

されたが、目標を達成できなかった事業も多かったことから、今後も医療従事者確保について、地域

間での偏在の解消も含め、継続して取り組む必要がある。 

 

区分Ⅴ 介護従事者の確保に関する事業 

外国人介護人材の確保に向けた受入支援や若年層に対するSNS等を活用した介護職の普及啓発を

行うとともに、介護体験授業を25回実施するなど、介護人材の確保・養成・定着に向けた取組を推

進したが、目標を達成できなかった事業もあったことから、今後も介護従事者の確保に向けて、各種

事業に取り組む必要がある。 

 

区分Ⅵ 勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備に関する事業 

医師の労働時間短縮に向けた総合的な取組を行った4医療機関（うち教育研修体制を有する医療機

関２）に対し、費用の一部を補助した。今後も勤務医等が働きやすく働きがいのある職場づくりに向

けて、事業に取り組む必要がある。 
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資料２－１別表 

 

 

医療分

上段：目標値 目標年度

下段：令和６年度末実績値
確認できた実

績値の年度

6,005床 456床 3,899床 669床 981床 R7

2,949床 417床 1,593床 435床 504床 R6

1663人 45人 1,299人 138人 181人 R11

1642人 47人 1,224人 167人 204人 R5

160,296人 5,635人 112,062人 17,425人 25,174人 R11

151,856人 5,057人 104,870人 19,788人 22,141人 R5

5,241人 316人 3,663人 619人 643人 R11

4,983人 374人 3,379人 650人 580人 R5

5,950人 278人 4,621人 482人 569人 R8

6,140人 267人 4,786人 508人 579人 R4

289人 12人 238人 19人 24人 R8

299人 10人 252人 17人 20人 R4

1,008人 68人 689人 119人 132人 R8

962人 55人 701人 90人 116人 R4

3,457人 206人 2,523人 331人 397人 R8

3,515人 216人 2,572人 327人 400人 R4

99か所 R11

99か所 R6

162人 R11

160人 R6

66件 R11

76.3件 R5

※「前年度比進捗」において「⇧」は前年度より目標値に近づいたことを示し、「⇩」は目標値から離れた（達成している場合は前年度より数値が低下した）ことを示す。

　「－」の項目は、第８次地域医療計画より新たに設けられた目標値であるため、前年度との比較ができないものである。

全体
全体目標

達成状況

(区域別)

目標達成

区域数
仙南 仙台 大崎・栗原

石巻・登米・

気仙沼

前年度比

進捗※

回復期病床数 未達成 0

24時間体制を取っている訪問

看護ステーション従事者数
未達成 3

⇩

－

訪問診療を受けた患者数 未達成 1

看取り数（死亡診断のみの

場合を含む）
未達成 2

－

－

3

小児医師数 達成 1

－

－

薬剤師数（病院） 未達成

医師数 達成

1

薬剤師数（薬局） 達成 3

在宅療養支援歯科診療所

数
達成

－

－

⇩

－

⇧

特定行為研修修了者の就業

者数（実人数）
未達成

周産期母子医療センター及び

病院勤務産婦人科医師1人

当たりの分娩取扱数

未達成

介護分

地域密着型介護老人福祉施設（定員数） 1,549人

1,491人

認知症高齢者グループホーム（定員数） 5,299人

5,009人

小規模多機能型居宅介護（施設数） 88施設 6 施設 56 施設 9 施設 17 施設

80施設 5 施設 51 施設 9 施設 15 施設

定期巡回・随時対応型訪問介護看護（施設数） 24施設 2 施設 18 施設 2 施設 2 施設

20施設 2 施設 14 施設 2 施設 2 施設

看護小規模多機能型居宅介護（施設数） 40施設 3 施設 29 施設 3 施設 5 施設

32施設 2 施設 25 施設 3 施設 2 施設

認知症対応型通所介護（施設数） 72施設 4 施設 42 施設 9 施設 17 施設

69施設 4 施設 37 施設 9 施設 19 施設

令和６年度

目標値（※1） 36,274人

実績値（※2） 33,999人

（※1）目標値は「第9期みやぎ高齢者元気プラン（R6.3月策定）」における需要推計値

（※2）実績値は介護サービス情報公表システムによる

⇧

⇧

⇧

前年度比

進捗

＝

⇧

＝

＝

全体上段：令和８年度末目標値
仙南 仙台

石巻・登米

・気仙沼下段：令和６年度末実績値

　　　146人 　　　657人 　　　301人 445人 

大崎・栗原

　　　146人 　　　657人 　　　272人 　　　416人

　　　369人 　　 3,149人 　　　822人 　　　959人

　　　364人 2,897人 　　　831人 　　　917人

介護職員数

未達成

未達成

未達成

（区域別）

目標達成

区域数

2

1

1

3

1

3

全体目標

達成状況

未達成

未達成

未達成

未達成


